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【手続補正書】
【提出日】平成24年3月5日(2012.3.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トランジスタのプロセス特性を測定するプロセスモニタ回路であって、
　第１のレベルと第２のレベルの間の遷移を含む信号を生成する生成回路と、
　該遷移を含む信号が通過する遅延回路と、
　該遅延回路の出力信号の遷移を検出する検出回路とを備え、
　該遅延回路は、相対的に速いインバータと遅いインバータとが交互に接続され、
　該生成回路は、該検出回路が該遅延回路の出力信号の遷移を検出したことを受けて、該
遷移を含む信号を生成する
ことを特徴とするプロセスモニタ回路。
【請求項２】
　前記相対的に遅いインバータは、Ｐ型ＭＯＳトランジスタとＮ型ＭＯＳトランジスタに
よって構成されていることを特徴とする請求項１に記載のプロセスモニタ回路。
【請求項３】
　前記プロセスモニタ回路は、前記遷移を含む信号を正転または反転して前記遅延回路に
出力する選択回路を備えることを特徴とする、請求項１または２に記載のプロセスモニタ
回路。
【請求項４】
　さらに、前記遅延回路の出力信号の遷移をカウントするカウンタを備え、
　前記検出回路は、前記カウンタの最下位ビットの出力によって前記遅延回路の出力信号
の遷移を検出することを特徴とする、請求項１から３のいずれかに記載のプロセスモニタ
回路。
【請求項５】
　相対的に速いインバータと遅いインバータとを交互に接続した遅延回路を用いて、トラ
ンジスタのプロセス特性を判定する方法であって、
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　第１のレベルと第２のレベルの間の遷移を含む信号を生成し、
　該遅延回路により前記遷移を含む信号を遅延し、
　該遅延回路の出力信号の遷移を検出し、
　該遅延回路の出力信号の遷移を検出したことを受けて、該遷移を含む信号を生成する
ことを特徴とするプロセス特性の判定方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明は、トランジスタのプロセス特性を測定するプロセ
スモニタ回路であって、
　第１のレベルと第２のレベルの間の遷移を含む信号を生成する生成回路と、
　該遷移を含む信号が通過する遅延回路と、
　該遅延回路の出力信号の遷移を検出する検出回路とを備え、
　該遅延回路は、相対的に速いインバータと遅いインバータとが交互に接続され、
　該生成回路は、該検出回路が該遅延回路の出力信号の遷移を検出したことを受けて、該
遷移を含む信号を生成する
ことを特徴とするプロセスモニタ回路を提供するものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　ここで、前記相対的に遅いインバータは、Ｐ型ＭＯＳトランジスタとＮ型ＭＯＳトラン
ジスタによって構成されていることが好ましい。
　また、前記プロセスモニタ回路は、前記遷移を含む信号を正転または反転して前記遅延
回路に出力する選択回路を備えることが好ましい。
　さらに、前記遅延回路の出力信号の遷移をカウントするカウンタを備え、
　前記検出回路は、前記カウンタの最下位ビットの出力によって前記遅延回路の出力信号
の遷移を検出することが好ましい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、本発明は、相対的に速いインバータと遅いインバータとを交互に接続した遅延回
路を用いて、トランジスタのプロセス特性を判定する方法であって、
　第１のレベルと第２のレベルの間の遷移を含む信号を生成し、
　該遅延回路により前記遷移を含む信号を遅延し、
　該遅延回路の出力信号の遷移を検出し、
　該遅延回路の出力信号の遷移を検出したことを受けて、該遷移を含む信号を生成する
ことを特徴とするプロセス特性の判定方法を提供する。
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